
​3/1/26​ ​　　　　｢本当に救われていますか？｣​ ​　　　　　 ヨハネ8:31-36​

​※ヨハネ8:37, 44, 47​

​※マタイ7:21-23​

​｢わたしに向かって、『主よ、主よ』と言う者がみな天の御国に入るのではなく、天におられるわたしの父のみここ​

​ろを行う者が入るのです。その日には、大ぜいの者がわたしに言うでしょう。『主よ、主よ。私たちはあなたの名​

​によって預言をし、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって奇蹟をたくさん行ったではありませ​

​んか。』しかし、その時、わたしは彼らにこう宣告します。『わたしはあなたがたを全然知らない。不法をなす者​

​ども。わたしから離れて行け。』｣​

​◯本当に救われていますか：真の信仰に見られる二つの特徴​

​1.​ ​主の言葉に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(31)​

​▶｢とどまる｣​

​｢イエスに表面的な関心を抱くことは容易い。しかし、真に問われるのは『とどまり続けること』です。｣(レオン･​

​モリス)​

​▶｢あなたがたはほんとうにわたしの弟子です｣​

​※エペソ2:8-9​

​｢あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それは、自分自身から出たことではなく、神からの​

​賜物です。行いによるのではありません。だれも誇ることのないためです。｣​

​※エペソ2:10​

​｢私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリスト･イエスにあって造られたのです。神は、私たちが良​

​い行いに歩むように、その良い行いをもあらかじめ備えてくださったのです。｣​

​※ヨハネ14:21a; 14:23-24​

​｢わたしの戒めを保ち、それを守る人は、わたしを愛する人です。…｣｢イエスは彼に答えられた。｢だれでもわたし​

​を愛する人は、わたしのことばを守ります。そうすれば、わたしの父はその人を愛し、わたしたちはその人のとこ​

​ろに来て、その人とともに住みます。わたしを愛さない人は、わたしのことばを守りません。あなたがたが聞いて​

​いることばは、わたしのものではなく、わたしを遣わした父のことばなのです。｣​

​※1ヨハネ2:4-5​

​｢神を知っていると言いながら、その命令を守らない者は、偽り者であり、真理はその人のうちにありません。しか​

​し、みことばを守っている者なら、その人のうちには、確かに神の愛が全うされているのです。それによって、私​

​たちが神のうちにいることがわかります。｣​

​※ヨハネ14:15​

​｢もしあなたがたがわたしを愛するなら、あなたがたはわたしの戒めを守るはずです。｣​



​※マタイ13:18-23​

​｢ですから、種蒔きのたとえを聞きなさい。御国のことばを聞いても悟らないと、悪い者が来て、その人の心に蒔か​

​れたものを奪って行きます。道ばたに蒔かれるとは、このような人のことです。また岩地に蒔かれるとは、みこと​

​ばを聞くと、すぐに喜んで受け入れる人のことです。しかし、自分のうちに根がないため、しばらくの間そうする​

​だけで、みことばのために困難や迫害が起こると、すぐにつまずいてしまいます。また、いばらの中に蒔かれると​

​は、みことばを聞くが、この世の心づかいと富の惑わしとがみことばをふさぐため、実を結ばない人のことです。​

​ところが、良い地に蒔かれるとは、みことばを聞いてそれを悟る人のことで、その人はほんとうに実を結び、ある​

​ものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍の実を結びます。｣​

​※詩篇32:3-4​

​｢私は黙っていたときには、一日中、うめいて、私の骨々は疲れ果てました。それは、御手が昼も夜も私の上に重く​

​のしかかり、私の骨髄は、夏のひでりでかわききったからです。｣​

​2.​ ​罪の奴隷から＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(32-36)​

​▶｢真理｣​

​※詩篇31:5​

​｢私の霊を御手にゆだねます。真実の神、主よ。あなたは私を贖い出してくださいました。｣​

​※詩篇119:160​

​｢みことばのすべてはまことです。…｣​

​※ヨハネ15:26​

​｢わたしが父のもとから遣わす助け主、すなわち父から出る真理の御霊が来るとき、その御霊がわたしについてあか​

​しします。｣​

​※エペソ1:13​

​｢この方にあってあなたがたもまた、真理のことば、あなたがたの救いの福音を聞き、またそれを信じたことによ​

​り、約束の聖霊をもって証印を押されました。｣​

​※ヨハネ14:6​

​｢…わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来るこ​

​とはありません。｣​

​▶｢自由にする｣​

​※ローマ8:1​

​｢こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。｣​

​※ローマ6:6-7​

​｢私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪のからだが滅びて、私たちがもはやこれからは罪​

​の奴隷でなくなるためであることを、私たちは知っています。死んでしまった者は、罪から解放されているので​

​す。｣​

​※ローマ6:16-18​

​｢あなたがたはこのことを知らないのですか。あなたがたが自分の身をささげて奴隷として服従すれば、その服従す​

​る相手の奴隷であって、あるいは罪の奴隷となって死に至り、あるいは従順の奴隷となって義に至るのです。神に​

​感謝すべきことには、あなたがたは、もとは罪の奴隷でしたが、伝えられた教えの規準に心から服従し、罪から解​

​放されて、義の奴隷となったのです。｣​


